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１． Daigasグループの概要



1 Daigasグループの概要

創業 1905（明治38）年

グループ従業員数 21,159人

大阪ガス従業員数 1,137人

お客さまアカウント数 約1,002万
ガス供給 約500万
電力供給 約171万

その他サービス 約331万

関西の都市ガス供給エリア

■ 国内エネルギー
都市ガス製造・供給および販売、
ガス機器販売、ガス配管工事、
LNG販売、LNG輸送、LPG販売、
産業ガス販売、発電および電気の販売

■ 海外エネルギー事業
天然ガス等に関する開発・投資、エネルギー供給

■ ライフ&ビジネスソリューション（LBS）事業
不動産の開発・賃貸、情報処理サービス、
ファイン材料・炭素材製品の販売

2023年3月末時点

ガス販売量
6,875百万m3

電力販売量

15,883百万kWh

１．Daigasグループの概要



2 Daigasグループ バリューチェーン

１．Daigasグループの概要

採掘 液化 輸送 都市ガス
製造 ガス供給 お客さま

発電 電力供給 お客さま

国内エネルギー 電力事業

ライフ＆ビジネスソリューション事業（LBS）

都市ガス事業を通じて蓄積された
技術・ノウハウの活用 都市開発

事業
情報ｿﾘｭｰｼｮﾝ

事業
材料ｿﾘｭｰｼｮﾝ

事業

海外エネルギー事業（上流～中下流）

国内エネルギー ガス事業

ガス副産物社有地管理 料金ｼｽﾃﾑ

国内エネルギー・ガス事業を
ベースとした多様な事業基盤
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２．エネルギー業界を取り巻く環境、ガス業界の取り組み



３ 低・脱炭素の潮流が急激に加速

２．エネルギー業界を取り巻く環境



４ カーボンニュートラル社会の実現に向けた当社の取り組み

２．ガス業界の取り組み



５ ガス業界が目指す姿（日本ガス協会）

２．ガス業界の取り組み

出典：2021年6月10日 日本ガス協会 カーボンニュートラルチャレンジ2050アクションプラン 資料抜粋

e-メタン※３

e-メタンの都市ガス導管への注入１％以上



CO2分離回収 (CCUS)

再生可能エネルギーで水素をつくり
CO2と合成することでメタンを製造

⇒ e-メタン

６ ガス自体の脱炭素化 -メタネーション -

２．ガス業界の取り組み

再生可能エネルギー

水

国内製造

二酸化炭素

お客さま

グリーン水素

海外調達水素
利用

発電所(再エネの調整電源)

分散型電源
(コージェネレーション・燃料電池)

ローリー・内航船供給
(広域エリア)

都市ガス
導管網

(既存インフラ活用)H2O

メタネーション設備
(メタン化)

メタネーション
（e-メタンの製造イメージ）



産業部門等
からのCO2

７ （参考）水素とe-メタンのCO 2削減効果

⚫ 本来であれば大気中に放出されるCO2 （または大気中にあるCO2 ）を回収し、メタネーションの原料としてカーボンリサ
イクルしているため、e-メタンを燃焼させても、大気中のCO2は実質的に増加しません

⚫ このため、水素とe-メタンは、利用時にCO2排出の有無という違いはあるものの、化石燃料を代替することによるCO2削
減効果は同じです

メタネーション
水

H2O

トータルで大気中のCO2は増えない

水素直接利用

天
然
ガ
ス
利
用 都市ガスインフラ

＋

0

±0

再生可能
エネルギー

利用機器

水
素
利
用

利用機器

e-メタン利用

大気中CO2

脱炭素燃料への移行

出典：環境省ホームページ

増える

増えない

増えない

CO2

削減効果
は同じ

既存都市ガスインフラ

グリーン水素

ガス田

水素発電(専焼・混焼) 燃料電池(家庭用・業務用) 燃料電池自動車
(FCV)

燃料電池フォークリフト
(FCFL)

CH4

CH4

排出

排出なし

排出
回収・利用

２．ガス業界の取り組み
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３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



８ Daigasグループのエネルギービジネスの将来像

CO2分離回収(CCUS)

メタネーション技術の確立
（メタン化）

e-メタンの調達
(海外サプライチェーン構築)

バイオガスの利用拡大

燃料電池

風力 太陽光バイオマス 地熱

再生可能エネルギー普及促進火力発電・工場等

お客さま先
コージェネ 蓄電池

分散型電源普及促進

※ 出力変動の大きい
再エネに対し、カーボン
ニュートラルな調整力
として貢献

熱需要の脱炭素化

e-メタンや水素等の活用

カーボンニュートラルを達成するための手段については、エネルギーに関するイノベーションの進展や社会情勢などを

見極めながら柔軟に選択する必要があります。当社グループは今後の技術進展や経済合理性を踏まえて

お客さま先を含めたサプライチェーン全体でカーボンニュートラル実現に向けた取り組みを推進していきます。

ローカル水素
ネットワーク

再生可能エネルギー

複数のエネルギー供給によるレジリエンスの確保
グリーン調整力※

メタン

水 素

電 気

お客さまのニーズに
応じて燃料アンモニア
供給も実施

３．Daigasグループ カーボンニュートラルビジョン



９ 2030年メタネーション実用化に向けた挑戦

当社は2030年時点で、e-メタン１％※導入に挑戦します

e-メタン製造 ガス供給・利用

導入

メタネーション技術の

実用化

国内外の

事業者との連携

製造・調達・利用の

インセンティブの確立

実現への取り組み

2030年メタネーション実用化

※ 約6,000万m3（2020年度都市ガス販売量べース）

⚫ 当社はメタネーションの社会実装に向けて、2030年時点でe-メタンを１％導入することに挑戦します

⚫ この実現のために、「メタネーション技術の実用化」、e-メタンを製造・導入するための「国内外の事業者との連携」、
「製造・調達・利用のインセンティブの確立」に取り組みます

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



再生可能エネルギー

メタネーションによる
カーボンニュートラル実現シナリオの例

水

国内製造

二酸化炭素

お客さま

グリーン水素

海外調達水素
利用

発電所(再エネの調整電源)

分散型電源
(コージェネレーション・燃料電池)

ローリー・内航船供給
(広域エリア)

10 メタネーションによるガス事業のカーボンニュートラル実現

再生可能エネルギーで
水素をつくりCO2と

合成することでe-メタンを製造

都市ガス
導管網

(既存インフラ活用)

⚫ 熱需要の脱炭素化を実現する技術の一つが、再生可能エネルギー由来の水素とCO2からe-メタンを製造するメタネー
ションです

⚫ メタネーションは水素利用の一形態ですが、CO2と合成し、天然ガスの主成分と同じメタンに変えることで、既存のガス
供給インフラ、利用設備をご利用いただけるため、スムーズなカーボンニュートラル化に貢献できます

H2O

LNG・都市ガスインフラとして既に社会実装済み

メタネーション設備
(メタン化)

今後社会実装が必要

e-メタンのサプライチェーン

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



11 メタネーション技術と社会実装イメージ
⚫ 2030年のe-メタン導入を目指し、従来技術であるサバティエ反応メタネーションに加えて、革新技術である

バイオメタネーションの実用化に取り組みます

⚫ さらには、2050年に向けて、革新技術であるSOEC※メタネーションの技術開発に取り組みます

革新技術（バイオメタネーション）

革新技術（SOECメタネーション）

メタン合成
メタン
CH4

高温共電解
(SOEC)

SOECメタネーション技術(一貫プロセス)

発 熱吸 熱
排熱の有効利用

変換効率
85～90%

CO再生可能エネルギー

2020～ 2030～ 2040~

実証

2020~ 2030～ 2040～

技術
開発

商用化
技術
開発

実証

従来技術（サバティエ反応メタネーション）

再生可能エネルギー

水電解 メタン合成
メタン
CH4

変換効率
55～60%

サバティエ反応

H2O

2020～ 2030～ 2040~

実証
技術
開発

再生可能エネルギー

水電解 メタン
CH4

変換効率
55～60%

バイオメタネーション

下水汚泥・
廃棄物など

※Solid Oxide Electrolysis Cell（固体酸化物を用いた電気分解素子）

商用化

商用化

▲
2030年1%導入

▲
地産地消による地域の脱炭素化

▲
2050年90%導入

バイオガス化 ＋
メタン合成 (生物反応)

H2O

H2O

CH4

余剰CO2を更にメタン化

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



12① バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

⚫ Daigasグループでは、生ごみ等から発生させたバイオガス中に含まれるCO2と再エネ電力から生成した水素を反応させ、
より多くのメタンを製造する技術開発に取り組んでいます

⚫ 廃棄物由来のバイオガス・CO2と水素を用いたバイオガスメタネーションや、下水汚泥、廃プラ由来のバイオガスと
水素を原料に、当社発酵技術を用いてメタン化するバイオメタネーション技術について研究開発しています

バイオガスを利用したメタネーション技術

H2

ガス精製

オンサイト利用
都市ガス供給

H2グリーン水素 サバティエ反応
メタネーション
（化学反応）

バイオ
メタネーション
（生物反応）

② 下水汚泥・廃プラ由来のバイオガス
を用いたバイオメタネーション

・当社研究開発拠点でラボ試験を開始
・下水処理場での小規模試験を予定

① 廃棄物由来のバイオガスメタネーション
    （サバティエ反応）

・2025年大阪・関西万博で実証予定

グリーン水素

CO2

CO2

CH4

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



12② バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

⚫ 大阪市の全体協力の元、舞洲工場と大阪・関西万博会場において、２つのメタネーション実証を行います。※1

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業

※１ 環境省委託事業 「既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事業」



12③ バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

⚫ 舞洲工場では、2024年5月に試験設備が竣工し、現在実証運転を開始しています。

⚫ 2024年8月以降、万博会場への移設を予定しています。

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



12④ バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



12⑤ バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業



12⑥ バイオガスを利用したメタネーションの取り組み

３．e-メタンの社会実装に向けた実証事業

⚫ 万博会場への移設後は、原料CO2の調達源としてDirect Air Capture(RITE)および排ガス中の低濃度CO2回収
装置(エア・ウォーター)を追加し、製造したe-メタンを迎賓館の厨房に供給する。
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